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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和3年1月7日(2021.1.7)

【公表番号】特表2019-536060(P2019-536060A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-544947(P2019-544947)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｍ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｍ   10/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月23日(2020.10.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水域に波を発生させる方法であって：
　ａ．装置の入口、輪郭形成された通路および出口を通して水を付勢するステップと、
　ｂ．前記入口、前記輪郭形成された通路および前記出口のうちの少なくとも１つの活性
縁部および表面のうちの少なくとも１つで前記水の流れを変化させるステップと、を含み
、
　それによって前記水を前記出口から波形で流出させる、方法。
【請求項２】
　前記流れを変化させるステップが、前記入口、前記輪郭形成された通路および前記出口
を収納する外殻の活性縁部および表面で当該流れを変化させることを含み、前記変化させ
るステップが、前記水域からの不所望の流れが前記出口から流出する流れを妨げることを
防ぐように構成されている、前記外殻の活性縁部および表面で変化させることを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　付勢する体積流量を変化させることによって、生成された前記波形を修正するステップ
をさらに含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記活性縁部および表面を調整することによって、生成された前記波形を修正するステ
ップをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記装置を少なくとも一つの方向に関節運動させることによって、生成された前記波形
を修正するステップをさらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記装置を少なくとも部分的に前記水域中に沈めるステップと、前記水域との相互作用
を介して生成された前記波形を修正するステップと、をさらに含む、請求項１～５のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記付勢するステップが、前記波形のフェイスおよびトラフになるように一次流れの一
部を変化させるように構成されている前記装置の前記活性縁部および表面を通して、当該
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一次流れの少なくとも一部を付勢することを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項８】
　前記変化させるステップが、
　対数螺旋の幾何学的形状に従って設計されている、前記入口、通路および出口、または
それらの一部を構成する活性縁部および表面によって変化させること；
　軟体動物門（腹足類、双殻類または頭足類）から選択される殻の内縁部および表面の幾
何学的形状に従って設計されている、前記入口、通路および出口、またはそれらの一部を
構成する活性縁部および表面によって変化させること；または
　黄金分割の幾何学的形状に従って設計されている、前記入口、通路および出口、または
それらの一部を構成する活性縁部および表面によって変化させること
を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記付勢するステップは、少なくとも１つの二次流れが一次流れの向きに対して角度を
なして生成されるように前記一次流れを変化させるように構成されている前記活性縁部お
よび表面を通して、前記一次流れの少なくとも一部を付勢することを含む、請求項１～８
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記付勢するステップは、前記波形が水平な渦環または螺旋流路に似るように一次流れ
を変化させるように構成されている前記活性縁部および表面を通して、前記一次流れの少
なくとも一部を付勢することを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記付勢するステップは、一次流れの少なくとも一部を前記装置の前記活性縁部および
表面を通して付勢することと、前記流れが前記出口から流出して前記水域と相互作用する
ときに、ある量の水域を変位させて当該水域に跳水が生成されるようにすることと、を含
む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記付勢するステップは、一次流れの一部を、前記波形の内側バレル流路またはフェイ
スおよびトラフを越えてブレイクゾーンに突入する、外側バレル流路を構成する形に付勢
するように構成されている前記活性縁部および表面を通して、当該一次流れの少なくとも
一部を付勢することを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記付勢するステップは、前記装置が前記水域内で静止している間に、当該装置を通る
水の流れを付勢することを含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記付勢するステップが、チャンバ入口およびチャンバ出口を有するチャンバから付勢
して乱流を層流にすることを含み、
　前記変化させるステップが、曲線形状に成形された前記出口に最も近接する前記チャン
バの部分によって変化させることと、前記チャンバ内のマトリックスキャピラリのバンク
で変化させることと、を含み、各キャピラリのキャピラリ内径は、前記チャンバの曲線の
平均コイル径よりも小さい、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記マトリックスキャピラリが、前記チャンバの曲線の前記平均コイル径の１／５～１
／５０の間であるキャピラリ内径を有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　水域に波を発生させる装置であって：
　ａ．一次流れを受け入れるように構成された入口と、
　ｂ．波形を放出するように構成された出口と、
　ｃ．前記入口を前記出口に接続する通路と、を備え、
　前記入口、前記出口および前記通路のうちの少なくとも１つが、前記一次流れを前記波
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形に変化させるように構成されている、装置。
【請求項１７】
　前記装置が、前記入口、前記通路および前記出口を収納する外殻をさらに含み、
　前記外殻が、前記水域の不所望の流れが前記波形を妨げることを防ぐように構成されて
いる、活性縁部および表面を有する、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記通路が、前記入口を前記出口に接続する複数の通路を含む、請求項１６または１７
に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置が、少なくとも１つの方向に関節運動するように構成されている、請求項１６
～１８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記入口、前記出口および前記通路の少なくとも１つは、前記波形のフェイスおよびト
ラフになるように前記一次流れの一部を変化させるように構成されている活性縁部および
表面を含む、請求項１６～１９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記活性縁部および表面が：
　ａ．入口縁部と、
　ｂ．出口縁部と、
　ｃ．前記入口を前記出口に接続する通路面と、
を含む、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　通路プロファイルをさらに含み、前記出口縁部が当該通路プロファイルに向かって湾曲
しており、
　前記通路面は、前記入口から前記出口へと湾曲した経路をたどっており、
　前記通路面の曲率は、それが前記出口から離れるにつれて減少している、請求項２１に
記載の装置。
【請求項２３】
　前記活性縁部および表面、またはそれらの一部が、
　対数螺旋の幾何学的形状；
　軟体動物門（腹足類、双殻類または頭足類）から選択される殻の内縁部および表面の幾
何学的形状；または
　黄金分割の幾何学的形状
に従って設計されている、請求項２０～２２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２４】
　前記活性縁部および表面が、少なくとも１つの二次流れが一次流れの向きに対して角度
をなして生成されるように前記一次流れを変化させるように構成されている、請求項２０
～２３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
　前記活性縁部および表面が、前記波形が前記出口を出て前記水域と相互作用するときに
前記水域に跳水が生成されるように、前記一次流れを変化させるように構成されている、
請求項２０～２４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２６】
　前記活性縁部および表面が、前記波形が水平な渦環または螺旋流路に似るように前記一
次流れを変化させるように構成されており、前記活性縁部および表面が、前記一次流れの
一部を、前記波形の内側バレル流路またはフェイスおよびトラフを越えてブレイクゾーン
に突入する、外側バレル流路を含む形態に付勢するように構成されている、請求項２０～
２５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
　チャンバ入口およびチャンバ出口を有するチャンバをさらに含み、前記装置の前記入口
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が前記チャンバ出口に接続する、請求項１５～２６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２８】
　前記チャンバの前記チャンバ出口に最も近接する部分が曲線形状に形成されている、請
求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記チャンバがマトリックスキャピラリのバンクを含み、各キャピラリの内径が前記チ
ャンバの曲線の平均コイル径よりも小さい、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記マトリックスキャピラリ中の各キャピラリの内径が、前記チャンバの曲線の前記平
均コイル径の１／２～１／５０の間である、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　取水口および排出口を有する排出カラムを有するウォータポンプをさらに含み、少なく
とも前記取水口が前記水域中に存在する、請求項２７～３０のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項３２】
　前記チャンバの高さを調整するための機構をさらに含む、請求項３１に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　上記の付勢において、本発明の一形態によれば、水域に波を発生させる方法が提供され
、該方法は、装置の入口、輪郭形成された通路および出口を通して水を付勢するステップ
と、入口、輪郭形成された通路および出口のうちの少なくとも１つの活性縁部および表面
のうちの少なくとも１つで水の流れを変化させるステップと、を含み、それによって水を
出口から波形で流出させる。流れを変化させるステップは、入口、輪郭形成された通路、
および出口を収納する外殻の活性縁部および表面で流れを変化させることを含むことがで
きる。輪郭形成された通路を通して水を付勢するステップは、複数の入口、複数の内部通
路、および複数の出口を通して水を付勢することを含むことができる。この方法は、流れ
を、流量制御弁を用いて制御するステップをさらに含むことができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　通路は、入口を出口に接続する複数の通路を含むことができ、出口は、複数の出口を含
むことができ、入口は、複数の入口を含むことができる。通路は、流量制御弁に接続され
ていてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　活性縁部および表面は、少なくとも１つの二次流れが一次流れの向きに対して角度をな
して生成されるように当該流れを変化させるように構成されていてもよい。この点につい
て、活性縁部および表面は、流れが水平な渦環または螺旋流路に似るように当該流れを変
化させるように構成されていてもよく、流れが出口を出て水域と相互作用するときに該水
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域に跳水が生成されるように、当該流れを変化させるように構成されていてもよく、一次
流れの一部を、波形の内側バレル流路またはフェイスおよびトラフを越えてブレイクゾー
ンに突入する、外側バレル流路を含む形態に付勢するように構成されていてもよく、ある
いは、バレルの内側を構成する流路がバレル形状の外側を構成する流路を圧倒することに
よって、バレルを有しない波形を生成するように流れを変化させるように構成されていて
もよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　いくつかの例示的な実施形態において、出口２６０を構成する縁部の形状、またはその
一部は、天然にみられる幾何学的形状、例えば、軟体動物門（腹足類、双殻類、または頭
足類）の殻のような殻の内縁部および／または外縁部の幾何学的形状に従って設計されて
いる。いくつかの例示的な実施形態において、縁部の形状、またはその一部は、黄金分割
の幾何学的形状に従って設計されている。いくつかの例示的な実施形態において、縁部の
形状またはその一部は、例示的な実施形態で説明したように、入口の方向から対数的な割
合で延びている。
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